サポート活動企画書
１．プログラム名「○○小のリーダーになろう」
２．目的
　　・6年生は，子どもらしく素直で活発な反面，5年時には心ない言葉で友達を傷つけたりトラブル
になったりすることもある。そこで、ピアサポートに取り組むことによって，クラスの友達や低
学年の児童の気持ちに寄り添うことができ，小学校のリーダーとして行動できるようにする。
３．具体的なサポート活動案
４．実施方法
（1） 対象：6年○組○名，○組○名
（2） 実施時期と具体的な取り組み
	実施時期
	具体的な取り組み

	4月
	説明
	●動機付け
「ピアサポート」についての説明
活動の概要やプログラムの目的等について説明し，子どもたちがプログラムについて理解し，意欲的に取り組めるようにする。

	5月～
	トレーニング
	トレーニング１「聴き方」
友達や低学年の児童，新1年生の話をきちんと聴くことができるようにする。
トレーニング２「感情を知る」
他の人の表情でその人の気持ちを知る。
トレーニング３「怒りの温度計」
怒りの度合いは人によって違うことを理解する。
トレーニング４「上手に話そう」
低学年の児童に指示したり注意したりする時，自分も相手も不快にならない上手な話し方を身に付ける。
トレーニング５「ほめほめカード」（12月人権の活動）

	5月～
	サポート活動
	個人プランニング
自分が班長として，低学年の児童にどのようなサポートができるか計画を立てる。
縦割り班を活用して・・・・
1 掃除の時間
2 縦割り遊びの時間
3 遠足
4 その他

	６月・7月
（毎月始）
	フォローアップ１
	月初めに掃除場所を交代する時，振り返り，今後の活動を検討する

	３月
	フォローアップ２
	別れの花束（学級活動）
1年間の活動を振り返り，プログラムを実施したことが中学校生活に
生かせるようにする。


